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海外企業の野心的ロードマップ
2023年 IBM, Google 1000物理量子ビット
https://research.ibm.com/blog/ibm-quantum-roadmap

2028年 IonQ 1024論理量子ビット(32:1 error-correcting encoding)
(IonQはAlgorithmic qubitという言葉を使っている)

https://ionq.com/posts/december-09-2020-scaling-quantum-computer-roadmap

2029年 Google 1000論理量子ビット(100万物理量子ビット)
https://blog.google/technology/ai/unveiling-our-new-quantum-ai-campus/

科科学的根拠？
希望、願望
いくつもの今見えてないブレークスルーが必要



進んでいるハードウェアの現状 (上記URLのExhibit 6. 参照)
超超伝導、イオントラップ、光量子、量子ドット、冷却原子の現状比較
どの技術が勝ち残るかは決着がついていない。
量子ビットの品質、接続性、ビット数の競争が続いている。

量子コンピュータの３つの開発ステージによる価値の推移 (Exhibit 8. 参照)
2030年まではNISQ
2030年以降は誤り訂正による量子優位性
2040年以降は誤り耐性
創造される経済的価値はステージを上がるとともに飛躍的に増大

海外のコンサルティングファームはどう見ているか

例えば、ボストンコンサルティンググループ
What Happens When ‘If’ Turns to ‘When’ in Quantum
Computing?

2021-07-21 
By Jean-François Bobier, Matt Langione, Edward Tao, and Antoine Gourévitch

https://www.bcg.com/ja-jp/publications/2021/building-quantum-advantage



本格的な量子化学計算に必要な量子コンピュータ
例えば、根粒菌のニトロゲナーゼによる窒素固定の量子化学計算に必要な
量子コンピュータのリソースを見積もった論文

Elucidating reaction mechanisms on quantum computers

Markus Reiher, Nathan Wiebe, Krysta M. Svore, Dave Wecker, and Matthias Troyer
(ETH ZurichとMicrosoft Researchの共同研究)

https://www.pnas.org/content/114/29/7555

2000論理量子ビットの誤り耐性型量子コンピュータが必要






